




 



 



温帯低気圧が発達するためには地上低気圧の東側（＝上昇流が最大になる場所）に
上空トラフの前面が来る
という配置が必要です。
これは半球に依存しません。
その結果、
南半球でも、発達段階の温帯低気圧は上空に向かって西に傾く。ことになります

「南半球では負の渦度移流で上昇流が強化される」という理解は正しい です。
ただし、ここで重要なのは
“上昇流を強化するのは、半球に応じて符号が変わる渦度移流ではなく、
その場所が“トラフ前面”にあること”という点です。
つまり、
北半球：正の渦度移流 → 上昇流  
南半球：負の渦度移流 → 上昇流  
となりますが、
どちらの半球でも「トラフ前面」で上昇流が強化される  
という物理は変わりません。



1月のアリューシャン付近に現れる高気圧(＝上層のリッジ)は、
・プラネタリー波の上向き伝搬を強化する“入口”になる
・成層圏へ波が大量に流入すると、極渦が弱まりやすい
・その結果、対流圏でも波列が強まり、高気圧が現れやすくなる
Charney–Drazin 条件：
ロスビー波は、偏西風が適度に強い領域で上向きに伝搬できる。
逆に、偏西風が強すぎても弱すぎても伝搬できない。
アリューシャン付近のリッジは、
・偏西風を弱めすぎず・かつ波の屈折を起こし・波のエネルギーを極方向・上方へ集中させる　
アリューシャン付近は、プラネタリー波が成層圏へ“入り込むゲート”になりやすい
☆アリューシャン低気圧は「定常的な低圧帯」であって単一の低気圧ではない
☆季節平均で見たときの低圧中心（気候学的低気圧）
☆一時的に高気圧が入り込むこともある



☆海洋は人為起源 CO2の 約 25％ を吸収している。 
● 海洋吸収のメカニズム
物理ポンプ（溶解）・大気中の CO2が海水に溶け込む
・高緯度の冷たい海水ほど CO2をよく吸収
生物ポンプ・植物プランクトンが光合成で CO2を吸収
・死骸や排泄物が沈降し、深層へ炭素を輸送
海洋循環（深層水形成）
北大西洋や南極海で沈み込み → 数百〜千年スケールで隔離
☆陸域が CO2を吸収する仕組み（陸上炭素吸収）
☆陸域は人為起源 CO2の 約 25％ を吸収している。 
● 陸域吸収のメカニズム
植物の光合成・CO2を取り込みバイオマスとして固定・CO2肥沃化効果（CO2fertilization）
・CO2 濃度上昇 → 光合成が促進される
森林の成長・再生・植林・森林回復が吸収源を増やす
土壌炭素の蓄積・落葉・根の分解 → 土壌有機物として蓄積
☆大気に残るCO2が約 50％ になる理由
人為起源CO2の排出量は年々増加しているが、
自然界（海洋・陸域）の吸収能力には限界があるため、






